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米国において，Leitritzが実際の生産記録に基づき作成したマス類の給餌率表（以下，ライトリッツの給餌率表）

には 1)，主に飼料効率という観点から水温ごとに適正な給餌率が記載されている。ライトリッツの給餌率表は 1960

年代に日本に導入されるとともに，都道府県の水産試験場等において行われた給餌率表の検証に係る連絡試験に

おいてその有効性が確認され 2)，マス類養殖における標準的な給餌の目安として活用されるようになった。 

現在，この給餌率表が日本に導入されて以降約 60年という長い期間が経過しており，当時と比べて配合飼料の

性質が変わっている可能性も踏まえて，その有効性を改めて検証する必要がある。本研究では，ライトリッツの

給餌率表を基準に係数をかけた複数の給餌率，さらに飽食での給餌をニジマスに対して行い，これらの給餌が飼

料効率や成長に及ぼす影響を調べた。 

なお，本研究は令和 3年度全国養鱒技術協議会養殖技術部会の連絡試験として実施した。 

 

材料及び方法 

山梨県水産技術センター忍野支所（以下，当支所）で継代飼育している全雌二倍体ドナルドソン系ニジマスを

供試した。供試魚は飼育試験開始まで市販のマス類用配合飼料を給餌し，試験開始まで水温 12.5ºC の地下水を

かけ流しながら飼育した。試験区については，ライトリッツの給餌率表に示された割合どおりの給餌量とした区

（以下，1.0倍区），同給餌率表の割合に 1.2倍を乗じた区（以下，1.2倍区），同給餌率表の値に 1.4倍を乗じた区

（以下，1.4倍区）及び飽食量を給餌した区（以下，飽食区）の 4区を設定した。なお，飽食量の給餌とは通常と

比較して飼育魚の摂餌行動が極端に緩やか，水槽底面に落ちた飼料を食べるまでの時間が長い，一度口にした飼

料を吐き出す回数が増えるといった状態になるまで給餌することと定義した。また，試験期間中は残餌が全く出

ないように給餌を行った。各試験区の供試尾数は 30尾とした。 

飼育開始時の体重はすべての試験区で 20.2±0.8 g（平均体重±標準偏差）であった（試験区間に有意差なし，

Scheffe法による多重比較検定，p > 0.05） 

飼育は水温 12.5 ℃の地下水を 200 mL/sでかけ流した青色の FRP製水槽（容量 217 L）において 17週間行い，

収容した魚に対して 1日 3回，土日を除く週 5日間給餌を行った。また，給餌の際には，かかった時間を秒単位

で計測した。試験には市販のマス類用配合飼料（日清丸紅飼料社製，マススーパー EP-3）を用いた。飼料の成

分量及び原材料名は表 1に示した。また，国立研究法人水産技術研究所において飼料の一般成分分析を行った（表

1）。毎週月曜日の午前中に，飼育魚の総重量を測定するとともに，飽食区を除いて給餌量の補正を行った。なお，

総重量の測定は 1/2,000に希釈した FA100（DSファーマアニマルヘルス社製）溶液にて麻酔をかけた魚に対して

実施した。水槽の位置による影響を極力減らすため，収容した魚のローテーションを総重量測定の際に行った。 
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図1 ニジマスにおける給餌方法ごとの成長の推移
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表1　試験に使用した市販飼料の概要

動物質性飼料 57% 魚粉 粗タンパク 44.0%以上 粗タンパク 47.5%
穀　 　 類　 　  26% 小麦粉、エクストルーダー処理大豆 粗    脂    肪 8.0%以上 粗    脂    肪 11.5%
植物性油かす類 11% 大豆油かす、コーングルテンミール 粗　繊　維 3.0%以下 粗　灰　分 11.8%
そ　の　他         6% 精製魚油、リン酸カルシウム等 粗　灰　分 15. 0%以下 でんぷん質 18.4%

総エネルギー 18.88KJ/g
可消化エネルギー 14.61KJ/g

   一般成分（表示） 一般成分等（分析値）原材料名（表示）
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⤖ ᯝ 

成長は飽食区，1.4倍区，1.2倍区及び 1.0倍区の㡰で᪩く，1.0倍区と飽食区では試験⤊時に体重差が 2倍以

ୖに開いた（ᅗ 1）。また，期間中の総給餌量及び増重量も同ᵝの㡰␒で，飽食区の値は 1.0倍区と比べて約 2.5倍

の値を示した（ᅗ 2，3）。期間を通じた日間摂餌率（給餌日数に基づき⟬出，以下同じ）及び日間成長率（飼育日

数に基づき⟬出，以下同じ）も同ᵝの㡰であった（ᅗ 4，5）。期間を通じた飼料効率は全ての試験区で 100%を㉸

えており，給餌量が㧗いどపかったものの，᭱ も㧗い 1.0倍区と᭱もపい飽食区との差は 7%ᮍ‶であった（ᅗ

6）。 
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体重と日間摂餌率，日間成長率及び飼料効率の㛵係をᅗ 7㹼9に示した。日間摂餌率及び日間成長率はどの試験

区も体重の増ຍとともにప下した。また，比較できる⠊ᅖෆで体重にかかわらࡎ飽食給餌区が㢧ⴭに㧗い値を示

すことが多かった。一᪉，飼料効率については，体重の増ຍにかかわらࡎᴫࡡᶓࡤいであったが，成長ẁ㝵がよ

り㐍ࡔࢇ飽食区ではややప下した。 

体重と体重 1gあたりの▐間摂餌量（体重 1g当たりの 1秒間の摂餌量）の㛵係をᅗ 10に示した。1.0㹼1.4倍区

において体重 40g以ୖの場合に体重の増ຍとともに▐間摂餌量はప下した。飽食給餌区においては体重の増ຍと

ともに▐間摂餌量がప下した。また，1.0㹼1.4 倍区間の▐間摂餌量の㐪いは体重にかかわらࡎ㍍ᚤであった一᪉

で，飽食区は体重にかかわらࡎこれらの試験区と比較してⴭしくపい値を示した。 
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⪃ ᐹ 

 本研究では，日本に導入されてから約 60年という長期間が経過したマス類の標準的な給餌率表，いわࡺるライ

トリッツの給餌率表が現在でも有効であるかどうかを検証した。試験には当支所で継代飼育しているドナルドソ

ン系ニジマスを用いたが，週 5日間給餌の場合，この系⤫は経験的にライトリッツの給餌率表に示された値より

も多くの量を摂餌することがわかっていた。このため，回設定した 4つの試験区のうち給餌率表どおりの区（1.0

倍区）以እの 3区はそれよりも多い量となる 1.2倍区，1.4倍区及び飽食区を設定して試験を行った。また，本研

究では飼育期間を通じた成長，日間摂餌率，日間成長率，飼料効率等の飼育成⦼（ᅗ 1㹼6）にຍえて，週 1回の

㢖度で⟬出した体重とそれࡒれの飼育成⦼をࢢラフした（ᅗ 7㹼9）。一般的に魚体ࢧイࢬのୖ᪼とともに日間

摂餌率，日間成長率，飼料効率がప下するとゝわれており 3, 4)，㧗成長の試験区ど飼育成⦼が過ᑠホ౯されやす

い。このため本研究では，成長㏿度が␗なる複数の試験区間の成⦼をよりබ正にホ౯するために，飼育成⦼を体

重とそれࡒれの飼育成⦼の㛵係を踏まえたୖでホ౯することとした。 

 17週間にわたる飼育試験の⤖ᯝ，成長は給餌量が多い試験区ど᪩く（ᅗ 1），成長のẁ㝵にかかわらࡎ給餌量

が多い試験区ど日間成長率が㧗かった（ᅗ 8）。このことは，単⣧に成長ಁ㐍という観点からは摂餌さࡏる飼料

の量を増やすことが重要であることを意している。また，ライトリッツの給餌率表は㧗い飼料効率をᚓるため

に有効であるとされているため，成長を᪩めるために給餌率表よりも多くの給餌を行った場合に飼料効率のప下

がᠱᛕされていた。しかし，1.0倍区と飽食区の日間摂餌率の差は比較できる⠊ᅖでどの成長ẁ㝵においても 1.5

㹼2倍⛬度の差があったにもかかわらࡎ（ᅗ 7），飼料効率に᫂確な差は認められなかった。このことは，給餌量

を増やすことが飼料代あたりの生産量のᣦ標となる飼料効率のప下に┤᥋つながらないことを示၀している。な

お，1.0 倍区をྵࡴすべての試験区において，100%以ୖの飼料効率を示した場合が多かったことから，現在でも

ライトリッツの給餌率表は㧗い飼料効率をᚓるために有効な基準となることにいのవ地はないであࢁう。 

飽食区においては，▐間摂餌量がの区と比較してⴭしくపく給餌に時間がかかるというḞ点も᫂らかになっ

た（ᅗ 10）。その一᪉で，1.0㹼1.4倍区の間では▐間摂餌量があまり変わらなかったため，あるẁ㝵までは給餌量

を増やしても▐間摂餌率にきな影響をえないと⪃えられる。このため，成長と作ᴗ時間の୧面から⪃えた場

合，▐間摂餌量がప下しない⠊ᅖでの᭱㝈の量が⌮的な給餌量とゝえるのかもしれない。また，残餌が確実

に出ないᙧでの⮬動給餌ჾや⮬Ⓨ摂餌システ࣒ 5) の導入も給餌時間の๐減には有効なᡭẁとなりᚓる。 

マス類養殖における生産ࢥストのうち飼料ࢥストは約 50%ときな比率を༨める 6) 。飼料ࢥストの๐減には飼

料౯᱁そのものを下ࡆるࡔけでなく，Ⰻዲな飼料効率を⥔ᣢし増⫗単౯（増重量当たりの飼料代）を下ࡆること
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も重要である。本研究において，飽食量の給餌が飼料効率に᫂確なマイナスの影響をえなかったことから，給

餌率表にこࡔわらࡎ可能な⠊ᅖで給餌量を増やすことで，出Ⲵࢧイࢬに⮳るまでの飼育期間の▷⦰がᅗられ，増

⫗単౯のୖ᪼をకわࡎにụ面✚あたりの生産量を㧗めることができると⪃えられた。ụ面✚あたりの生産量を増

やすことによって，給餌量が増ຍし飼料代の総㢠はୖ᪼すると⪃えられるものの，飼料の㉎入量が増えることで

スࢣール࣓リットが生じ，㉎入単౯が下がるとともに，飼料代以እのᅛ定㈝等の変動はそれに比してᑡないため

⤖ᯝ的に生産㢠に༨める総ࢥストの割合は減ᑡする。このような⌮⏤からụ面✚あたりの生産量の増ຍは収┈性

の改ၿにきくᐤする。 

 ᭱ᚋに，回の試験は週 5日間の給餌で実施したが，週の給餌日数がこれより多い場合では，1日当たりの飽

食量は減り，㏫にᑡない場合では増える可能性も⪃えられる。給餌作ᴗ日数の๐減という観点から給餌日数と飽

食給餌量の㛵係୪びに飼料効率等の影響についてはᚋヲ⣽に調べられるべきであࢁう。また，回は摂餌性

の㧗いニジマスを用いて試験を行ったが，マスࣀスࢣのように摂餌性がపい魚✀では 7)，たとえ飽食量であって

もその量がライトリッツの給餌表の値よりもపくなる場合があることを⌮ゎしておく必要がある。 

  

 

ㅰ ㎡ 

飼料の分析を実施していたࡔきました国立研究開Ⓨ法人水産研究・ᩍ育ᶵᵓ水産技術研究所山本๛ྐ༤ኈにお

♩⏦しୖࡆます。また，実験魚の飼育にご協力くࡔさった山梨県水産技術センター忍野支所の会計年度௵用⫋ဨ

のⓙᵝにお♩⏦しୖࡆます。 

 

せ ⣙ 

1.  日本に導入されてから長期間が経過したマス類の標準的な給餌率表，いわࡺるライトリッツの給餌率表が

現在でも有効であるかどうかニジマスを用いて検ウした。 

2.  給餌率表の 1.0㹼1.4倍区及び飽食区を設け 17週間の飼育を行った⤖ᯝ，摂餌量が多い試験区ど㧗成長

であった。 

3.  成長ẁ㝵にかかわらࡎ，試験区間の飼料効率に᫂確な差は認められなかった。また，飼料効率はどの区も

100%以ୖの値を示すことが多かったことから，給餌率表は現在でも有効である。 

4.  飽食区は単位面✚あたりの生産量を増やす࣓リットがあるが，▐間摂餌量がప下するという࣓ࢹリットが

ある。このため，成長と作ᴗ時間の୧面から⪃えた場合，▐間摂餌量がప下しない⠊ᅖでの᭱㝈の量が⌮

的な給餌量とゝえるのかもしれない。 
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